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開会　会期の決定
議案内容説明
議案審議
議案の総括質疑
議案の委員会付託

議案及び請願・陳情の審査 市政一般質問 委員会審査報告及び採決
議員提出議案審議
閉会

6日・7日11月29日・12月2日 14日8日・9日・12日

新　春

 平成23年12月 撮影者　飯野　武久氏（鶴瀬西在住）
コンフォール鶴瀬から撮った富士山
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可
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多
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決
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全
会
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全
会
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全
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多
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少
数
否
決
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（
賛
成
少
数
否
決
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（
賛
成
少
数
否
決
）

年
頭
に
あ
た
っ
て

◆カラー写真とする
下記の要領により、ご応募をお願いします。

◆被写体のテーマ

『私が選んだ富士見市の百景』

◆写真はプリントしたもの （2L判）

※応募写真は返却いたしません

◆受付は随時行っています

※写真の説明・撮影日・場所を明記

◆送付先

〒354─8511

富士見市大字鶴馬1800番地の１

富士見市議会事務局 あて

◇採用の方には、粗品を贈呈

（詳しくは、議会事務局へ）

表紙写真を募集

提
出
議
案
と
そ
の
結
果

55
　
平
成
23
年
度
富
士
見
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

52
　
富
士
見
市
民
投
票
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
　

　
既
定
の
予
算
に
5558
万
2000
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
を
296
億
8724
万

4000
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
主
な
内
容
と
金
額
》

・
職
員
の
退
職
や
人
事
異
動
、
職

　
員
共
済
組
合
負
担
金
率
の
改
定

　
等
に
よ
る
給
与
費
を
減
額
す
る

　
た
め
の
補
正
。

　
﹇
△
489
万
4000
円
﹈

・
庁
舎
分
館
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

　
工
事
費
等
を
減
額
す
る
た
め
の

　
補
正
。

　
﹇
△
1166
万
3000
円
﹈

・
道
路
照
明
灯
の
電
気
料
金
及
び

　
修
繕
料
を
増
額
す
る
た
め
の
補

　
正
。

　
﹇
239
万
6000
円
﹈

・
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
援
護
活

　
動
を
行
う
た
め
、
災
害
時
要
援

　
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

　
る
た
め
の
補
正
。

　
﹇
492
万
5000
円
﹈

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負

　
担
金
の
確
定
に
伴
う
減
額
補
正
。

　
繰
出
金
の
確
定
に
伴
い
、
後
期

　
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
へ

　
の
繰
出
金
を
減
額
す
る
補
正
。

　
﹇
△
337
万
3000
円
﹈

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　
接
種
に
係
る
委
託
料
単
価
の
変

　
更
に
伴
い
増
額
す
る
た
め
の
補

　
正
。

　
﹇
913
万
6000
円
﹈

・
市
道
第
72
号
線
下
田
交
差
点
の

　
信
号
機
設
置
に
伴
い
、
道
路
整

　
備
を
行
う
た
め
の
補
正
。

　
﹇
2000
万
円
﹈

・
市
道
第
5137
号
線
外
及
び
市
道
第

　
5203
号
線
の
雨
水
処
理
対
策
の
調

　
査
や
設
計
を
行
う
た
め
の
補
正
。

　
﹇
300
万
円
﹈

・
下
水
道
事
業
会
計
の
補
正
に
伴

　
い
、
公
共
下
水
道
事
業
雨
水
処

　
理
負
担
金
を
増
額
し
同
補
助
金

　
を
減
額
す
る
た
め
の
補
正
。
　

　
﹇
△
4000
万
円
﹈

・
街
路
整
備
事
業
費
補
助
の
交
付

　
決
定
に
基
づ
き
、
鶴
瀬
駅
東
口

　
駅
前
広
場
公
共
施
設
管
理
者
負

　
担
金
を
減
額
す
る
た
め
の
補
正
。

　
﹇
△
3050
万
円
﹈

・
諏
訪
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

　
修
工
事
費
の
確
定
に
伴
い
、
工

　
事
費
を
減
額
す
る
た
め
の
補
正
。

　
﹇
△
2517
万
6000
円
﹈

・
水
子
地
区
の
埋
蔵
文
化
財
調
査

　
の
増
加
に
伴
い
、
非
常
勤
嘱
託

　
職
員
の
賃
金
を
増
額
す
る
た
め

　
の
補
正
。

　
﹇
199
万
2000
円
﹈

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

54
　
富
士
見
市
健
全
な
財
政
運
営

　
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
て

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
景
気
の

低
迷
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
が
大

き
く
変
化
す
る
中
で
、
地
方
分
権

に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
自
治
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

財
政
規
律
の
下
で
の
健
全
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
の
指
針
を
定
め
、

弾
力
的
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
構

造
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
条
例
の
要
旨
】

第
１
章
（
総
則
）

　
　
　
　
目
的
、
基
本
理
念
、
市

　
　
　
　
長
の
責
務

第
２
章
（
財
政
の
基
本
原
則
）

　
　
　
　
情
報
の
共
有
、
資
産
及

　
　
　
　
び
負
債
、
歳
入
の
確
保

　
　
　
　
及
び
歳
出
の
見
直
し
等

第
３
章
（
計
画
的
な
財
政
運
営
の

　
　
　
　
推
進
）

　
　
　
　
総
合
計
画
の
策
定
、
中

　
　
　
　
期
財
政
計
画
の
策
定
等

第
４
章
（
財
政
運
営
の
健
全
化
）

　
　
　
　
財
政
運
営
目
標
の
設
定

　
　
　
　
等

　
﹇
平
成
24
年
４
月
１
日
施
行
﹈

（
賛
成
多
数
可
決
）

61
　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

　
指
定
に
つ
い
て

　
富
士
見
ガ
ー
デ
ン
ビ
ー
チ
の
指

定
管
理
者
を
左
記
の
と
お
り
と
す

る
も
の
で
す
。

○
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
株
式
会
社
協
栄
埼
玉
支
店

　
所
沢
市
大
字
上
山
口
2190
―
７
所

　
沢
南
パ
ー
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
101

　
取
締
役
支
店
長
　
高
橋
正
雄

○
指
定
の
期
間

　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

（
賛
成
多
数
可
決
）

《
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
》

請
願
第
２
号
　
富
士
見
市
内
の
小

中
学
校
・
保
育
所
給
食
の
放
射
能

対
策
を
求
め
る
請
願
　

（
採
択
）

　
富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
１
―
２

　
―
１
―
403
　
　
　

　
埼
玉
・
被
曝
か
ら
家
族
を
守
る

　
会
　
富
士
見
支
部
共
同
代
表

　
榎
本
　
佳
代
　
外
701
名
　

《
総
務
常
任
委
員
会
》

陳
情
第
９
号
　
勝
瀬
原
特
定
土
地

区
画
整
理
地
内
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
適
正
な
る
課
税
を
求
め
る

陳
情

（
不
採
択
）

　
富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
３
―
10

　
―
３
　

　
横
山
新
治

《
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
》

陳
情
第
８
号
　「
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
撤
回
等
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情

（
不
採
択
）

　
富
士
見
市
大
字
鶴
馬
1800
―
１

　
自
治
労
連
埼
玉
県
本
部

　
富
士
見
市
職
員
組
合

　
執
行
委
員
長
　
児
島
建
作

《
建
設
環
境
常
任
委
員
会
》

陳
情
第
６
号
　
勝
瀬
原
特
定
土
地

区
画
整
理
地
内
に
お
け
る
公
平
、

平
等
な
対
応
を
求
め
る
陳
情 

（
不
採
択
）

　
富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
４
―
16

　
―
３
　

　
小
川
　
安
治

陳
情
第
７
号
　
み
ず
ほ
台
駅
・
鶴

瀬
駅
・
ふ
じ
み
野
駅
周
辺
へ
の
喫

煙
所
設
置
を
求
め
る
陳
情（

採
択
）

本
会
議
で
は
賛
成
少
数
で
不
採
択

　
富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
４
―
16

　
―
７
　
　
　

　
川
越
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合

　
富
士
見
支
部

　
支
部
長
　
増
田
勝
久
　
外
817
名

議
案
審
議
報
告

水谷東１丁目　　小渕　洋太郎

　ある土曜日の午後、歩いて袋橋を渡ってい
る時の事です。後方から来た箱型のトラック
が橋の中央で複数のビニール袋を落として通
り過ぎました。落下の衝撃で雑多なゴミが広
い範囲に散乱したが、運転手は気付かずに行
ってしまいました。散乱したゴミの前で私は
躊躇しました。撤去できなくはないが、この
橋は構造上見通しが悪く車道に出るのは極め
て危険なのです。そこへ自転車で通りかかっ
た１人の女子高校生が「このままでは危ない
ですよね」と呟いて、驚いたことに車道に出
て片付け始めたのです。私は、あわてて後に
続き共同作業となりました。幸いその時には
車は通らず片付けは無事終了。その生徒さん
は「部活に遅れますから」と言って急いで去
って行きました。自転車に記してある名前を
見て学校に伝えたところ○○高校の吹奏楽部
員であることが判りました。一人の高校生の
勇気ある行為がその学校の評価となり、さら
に善行が育まれることを願っています。

請
願・陳
情
審
査
報
告

　
平
成
24
年
の
新
春
に
あ
た
り
富

士
見
市
議
会
を
代
表
し
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て

「
絆
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
未
曾

有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震

災
で
、
改
め
て
人
と
人
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
が
多
く
の
人
々
に
再

認
識
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
議
会
も
、
市
民
に
開
か

れ
た
身
近
な
議
会
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
様
々
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
昨
年

開
始
し
た
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
放
映
や
、
議
会
の
活
性
化
に

関
す
る
事
項
を
定
め
た
議
会
基
本

条
例
を
よ
り
効
果
的
に
運
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、
さ
ら
な
る
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
を
目
指

し
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議　長

関野　兼太郎

11
月
に

議
会
活
性
化
の
た
め
の

議
会
基
本
条
例
制
定

　
市
長
提
出
議
案
　
　
﹇
●
内
は
議
案
番
号
﹈

52
富
士
見
市
民
投
票
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

53
富
士
見
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例
及
び
富
士
見
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

　
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て                                      

54
富
士
見
市
健
全
な
財
政
運
営
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

55
平
成
23
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）  

56
平
成
23
年
度
富
士
見
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

                          

57
平
成
23
年
度
富
士
見
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

58
平
成
23
年
度
富
士
見
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

59
平
成
23
年
度
富
士
見
都
市
計
画
事
業
鶴
瀬
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）                            

60
平
成
23
年
度
富
士
見
都
市
計
画
事
業
鶴
瀬
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）                            

61
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て            

62
富
士
見
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て                  

63
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

　
に
つ
い
て                                      

64
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に

　
つ
い
て                                        

65
ふ
じ
み
野
市
・
富
士
見
市
学
齢
児
童
・
生
徒
の
一
部
の
教
育
事
務
の
委
託
に
関
す

　
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て                          

66
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野
市
学
齢
児
童
・
生
徒
の
一
部
の
教
育
事
務
の
委
託
に
関
す

　
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

　
議
員
提
出
議
案
　
　
﹇
○
内
は
議
案
番
号
﹈

⑬
富
士
見
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て            

⑭
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

　
て                                            

⑮
消
費
税
増
税
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

                                        

⑯
企
業
団
体
献
金
の
禁
止
と
政
党
助
成
金
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

　
つ
い
て    

　
平
成
23
年
８
月
１
日
施
行
の
地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

直
接
請
求
制
度
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
民
投
票
の

請
求
及
び
発
議
に
つ
い
て
定
め
た

富
士
見
市
民
投
票
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　﹇
平
成
23
年
12
月
21
日
施
行
﹈

「爽やかな高校生の行為」
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平
成
23
年
第
６
回
定
例
会
は
、
11
月
29
日
に
招
集
さ

れ
、
12
月
14
日
ま
で
の
16
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
関
す
る
条
例

や
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
富
士

見
ガ
ー
デ
ン
ビ
ー
チ
）
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
全
部
で
市
長
提
出
議
案
15
件
が
提
出
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は

「
富
士
見
市
内
の
小
中
学
校
・
保
育
所
給
食
の
放
射
能

対
策
を
求
め
る
請
願
」
１
件
は
採
択
、
陳
情
４
件
は
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
４
件
の
内
、
議
会
に
関
す
る

基
本
的
事
項
及
び
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
事
項
を
定

め
た
「
富
士
見
市
議
会
基
本
条
例
」
は
可
決
、
３
件
は

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
政
一
般
質
問
に
は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行

部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

インターネットでの議会映像配信を開始
　
市
議
会
で
は
、
今
定
例
会
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
映
像
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
映
像
は
、
議
場
で
の
本
会
議
の
模
様
を
そ
の

ま
ま
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
録
画
映
像
は
ラ
イ
ブ
映
像

終
了
後
、
概
ね
１
週
間
程
度
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
議
会
開
会
中
は
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
の
テ
レ

ビ
で
も
、
ラ
イ
ブ
映
像
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス
方
法

　
富
士
見
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
⇩
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
⇩
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
ペ
ー
ジ
⇩
録
画
映
像
を
見
る
又

は
ラ
イ
ブ
中
継
を
見
る
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

■
お
願
い

○
混
雑
時
に
は
接
続
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
再
度
接
続
し
て
下
さ
い
。

○
こ
の
議
会
映
像
は
、
富
士
見
市
議
会
の
公
式
記
録
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

　
地
球
環
境
の
悪
化
に
よ
る
の
か

今
年
の
紅
葉
は
、
心
な
し
か
そ
の

紅
は
今
ひ
と
つ
秋
空
に
映
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
脱
原
発
で
火
力
発
電

に
依
存
と
な
れ
ば
CO2
は
増
加
の
一

途
。
な
ん
と
か
環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ
を
追
求
す
る
民
族
で
あ
り
た

い
も
の
で
す
。
日
本
の
国
民
性
は

３
・
11
の
震
災
後
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
世
界
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

富
士
見
市
議
会
と
し
て
も
、
市
民

の
皆
様
と
共
に
尽
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
冬

の
節
電
に
心
し
新
し
い
年
を
迎
え

た
い
も
の
で
す
。

富
士
見
市
議
会
議
員
集
合
写
真

（
前
列
右
か
ら
）

総
務
委
員
長

文
教
福
祉
委
員
長

副
議
長

議
長

議
会
運
営
委
員
長

建
設
環
境
委
員
長

建
設
環
境
委
員

（
二
列
目
右
か
ら
）

建
設
環
境
委
員

文
教
福
祉
委
員

文
教
福
祉
委
員

文
教
福
祉
委
員

総
務
委
員

建
設
環
境
委
員

（
三
列
目
右
か
ら
）

総
務
委
員

総
務
副
委
員
長

文
教
福
祉
副
委
員
長 

建
設
環
境
委
員

建
設
環
境
副
委
員
長

（
四
列
目
右
か
ら
）

総
務
委
員

議
会
運
営
副
委
員
長 

池
内
八
十
四
郎

藤
屋
喜
代
美

津
波
　
信
子

関
野
兼
太
郎

𠮷
野
　
欽
三

鈴
木
　
光
男

梶
　
　
兼
三

大
谷
　
順
子

川
畑
　
勝
弘

井
上
　
恭
子

金
子
　
茂
一

根
岸
　 

操

篠
田
　
　
剛

瀬
戸
口
幸
子

新
宮
　
康
生

深
井
　
平
次

尾
崎
　
孝
好

金
子
　
　
勝

吉
田
　
和
江

八
子
　
朋
弘



衛生面に配慮し、安心して遊べる砂場（つるせ台公園）

市民生活・市政運営などで活発な発言市民生活・市政運営などで活発な発言 　１２月８日・９日・１２日の３日間にわたり１２人の議員が、
市民生活に関わる諸問題をはじめ、富士見市の将来を見据えた課
題や施策等市政一般について、市長等の考えをただしました。
　ここでは、定められたスペースで質問者が執筆した原稿を掲載
しました。

＊定例会の開会時間は、午前９時３０分からです。

＊請願・陳情の締切時間は、締切日の午後４時までです。

＊日程は変更になる場合もあります。事前に議会事務局に

　お問い合わせ下さい。

平成２4年の定例会の開会日及び請願・陳情締切日
の予定についてお知らせします

開会日

請願・陳情
の締切日

2月21日
(火) 

5月29日
（火）

8月28日
(火)

11月27日
(火)

3月定例会 6月定例会 9月定例会12月定例会

2月13日
(月)

5月21日
(月) 

8月20日
(月) 

11月19日
(月)

市政一般質問

安心でおいしい給食を子どもたちに（学校給食センター）

活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

①
平
成
２４
年
度
予
算
編
成
方
針
に

つ
い
て

問
　
ア
財
源
不
足
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
今
議
会
へ
提
出
さ
れ
た
健

全
な
財
政
運
営
に
関
す
る
条
例
と

の
関
連
は
。
イ
第
５
次
行
財
政
改

革
大
綱
、
行
動
計
画
と
共
に
事
務

事
業
評
価
等
を
予
算
編
成
へ
反
映

す
べ
き
。
経
過
と
現
況
を
伺
う
。

答
　
ア
財
調
取
崩
し
と
不
確
定
で

は
あ
る
が
地
方
交
付
税
、
臨
時
財

政
対
策
債
で
対
応
す
る
。
条
例
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
事
業
細
部
の
精

査
、
積
算
内
容
の
見
直
し
で
歳
出

額
の
圧
縮
を
図
る
。
イ
計
画
で
は

具
体
性
を
熟
慮
。
評
価
は
庁
内
で

協
議
・
検
討
し
た
結
果
を
踏
ま
え

見
直
し
、
編
成
作
業
を
進
め
る
。

②
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む

け
て

問
　
今
の
ふ
る
さ
と
祭
は
、
３
つ

の
祭
の
統
合
で
開
催
趣
旨
が
あ
い

ま
い
。
独
自
の
発
想
で
市
全
体
が

活
性
化
す
る
見
直
し
を
す
る
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　
指
摘
通
り
改
善
は
必
要
。
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
協
議
を
行

っ
て
き
た
。
現
行
通
り
継
続
開
催

と
い
う
報
告
だ
が
、
議
員
の
提
案

も
踏
ま
え
、
実
行
委
員
会
で
検
討

を
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
る
。

①
平
成
２４
年
度
予
算
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て

問
　
ア
歳
出
が
歳
入
を
上
回
る
が
、

対
策
は
。
イ
補
助
金
制
度
の
あ
る

べ
き
姿
は
。
ウ
コ
ン
ビ
ニ
収
納
開

始
に
伴
い
出
張
所
の
見
直
し
を
。

答
　
ア
歳
入
は
収
納
率
向
上
、
未

利
用
公
有
財
産
の
売
却
、
ま
ち
づ

く
り
で
自
主
財
源
確
保
を
目
指
す
。

イ
必
要
性
・
公
益
性
・
効
果
な
ど
、

議
論
経
過
を
踏
ま
え
５
年
を
メ
ド

に
定
期
的
な
検
証
を
し
て
い
く
。

ウ
24
年
度
４
月
か
ら
市
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
を
、
25

年
度
に
は
国
保
税
開
始
に
向
け
準

備
中
。
今
後
は
推
移
や
先
進
自
治

体
を
参
考
に
総
合
的
に
研
究
す
る
。

②
ま
ち
づ
く
り
と
市
役
所
周
辺
の

地
域
の
土
地
活
用
に
つ
い
て

問
　
ア
山
室
・
勝
瀬
地
域
の
開
発

の
課
題
は
。
イ
イ
ム
ス
病
院
付
近

の
調
剤
薬
局
立
地
の
見
通
し
は
。

ウ
富
士
見
・
川
越
道
路
を
活
用
し

た
鉄
道
網
誘
致
で
市
の
発
展
を
。

答
　
ア
全
地
権
者
の
合
意
形
成
が

必
須
、
現
在
は
９
割
程
度
、
早
急

に
対
応
す
る
。
イ
開
発
許
可
に
向

け
た
相
談
を
受
け
、
事
務
を
進
め

て
い
る
最
中
。
ウ
市
の
発
展
か
ら

も
貴
重
な
提
案
と
受
け
止
め
、
県

や
関
係
市
町
と
連
携
し
て
い
く
。

①
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

問
　
ア
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

の
進
捗
状
況
は
。
イ
災
害
時
の

生
徒
・
児
童
の
下
校
体
制
は
ど
の

様
に
見
直
し
を
す
る
の
か
。

答
　
ア
市
で
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
市
の
対
応
の
検
証
と
改
善
策

を
ま
と
め
平
成
24
年
度
に
改
定
作

業
を
行
う
。
イ
今
後
、
災
害
発
生

の
場
合
、
通
学
路
の
安
全
確
認
を

し
、
職
員
が
引
率
し
て
集
団
下
校

を
す
る
。
安
全
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、
児
童
生
徒
を
学
校
に
留
め

置
き
を
す
る
。
保
護
者
が
帰
宅
困

難
の
場
合
に
は
、
引
き
渡
し
カ
ー

ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
引
き

渡
す
。
無
理
な
場
合
は
学
校
に
児

童
生
徒
を
留
め
置
き
ま
す
。

②
鶴
瀬
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
に
つ

い
て

問
　
鶴
瀬
駅
東
西
口
が
道
路
も
整

備
さ
れ
、
東
口
は
駅
前
ま
で
道
路

が
暫
定
開
放
さ
れ
、
街
の
状
況
が

大
き
く
変
化
し
ま
す
が
、
今
後
の

街
づ
く
り
や
道
路
の
立
体
交
差
な

ど
を
早
急
に
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
地
区
計
画
制
度
の
活
用
を
し

て
地
域
の
特
性
を
活
か
し
商
業
・

業
務
・
住
宅
の
調
和
し
た
街
づ
く

り
に
し
て
い
く
。
立
体
交
差
は
今

後
、
研
究
し
て
い
く
。

①
お
年
寄
り
の
低
家
賃
住
宅
確
保

問
　
市
が
民
間
ア
パ
ー
ト
を
借
り

上
げ
、
市
営
住
宅
と
し
て
低
家
賃

で
貸
し
出
し
を
。

答
　
困
難
で
あ
る
。
国
・
県
の
施

策
を
周
知
・
普
及
す
る
。

問
　
市
営
住
宅
を
増
や
す
考
え
は
。

答
　
な
い
。

②
市
民
の
暮
ら
し
の
実
情
を
把
握

し
、
差
押
え
を
し
な
い
こ
と

問
　
各
税
金
の
差
押
え
執
行
件
数

の
年
度
ご
と
の
実
態
は
。

答
　
国
保
税
執
行
は
平
成
18
年
83

件
、
22
年
272
件
。
市
税
は
平
成
18

年
128
件
、
22
年
322
件
。
予
告
書
は

22
年
7800
件
。
執
行
後
は
把
握
せ
ず
。

③
市
長
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
の
意
思

表
示
を

問
　
市
内
の
農
業
・
医
療
・
雇
用

な
ど
の
影
響
に
つ
い
て
市
長
の
見

解
を
問
う
。

答
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
な
れ
ば
、
農

業
生
産
、
地
域
経
済
、
社
会
、
雇

用
へ
の
影
響
は
十
分
予
測
さ
れ
る
。

日
本
に
不
利
な
ル
ー
ル
が
作
ら
れ

な
い
よ
う
、政
府
は
各
国
に
主
張
・

協
議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
国
民
に

充
分
な
情
報
提
供
と
合
意
形
成
の

も
と
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

①
放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て

問
　
ア
「
被
ば
く
は
少
な
け
れ
ば

少
な
い
ほ
ど
良
い
」
と
い
う
立
場

で
除
染
の
基
準
を
。
イ
市
貸
出
し

の
測
定
器
で
高
い
値
が
出
た
ら
、

公
民
有
地
問
わ
ず
市
が
除
染
を
。

ウ
食
品
検
査
の
現
状
は
。
エ
国
に

調
査
・
除
染
費
用
を
、
東
京
電
力

に
は
賠
償
を
求
め
る
べ
き
。

答
　
ア
0.23
　
毎
時
を
基
準
と
し
た
。

イ
公
有
地
は
市
が
除
染
、
民
有
地

は
除
染
の
助
言
を
す
る
。
ウ
学
校

は
月
４
検
体
、
保
育
園
等
は
１
週

１
検
体
検
査
機
関
に
依
頼
し
て
い

①
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
　
ア
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ

い
て
の
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

イ
防
災
対
策
に
女
性
・
障
が
い
者

の
声
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
。
ウ
３
・
10
を
「
大
切
な
人
に

思
い
を
伝
え
る
日
」
に
制
定
を
。

答
　
ア
導
入
の
た
め
の
環
境
整
備

を
行
っ
た
。
今
後
は
シ
ス
テ
ム
の

円
滑
な
運
用
が
で
き
る
よ
う
に
条

件
整
備
を
行
っ
て
い
く
。
イ
充
分

な
配
慮
を
し
て
い
く
。
ウ
貴
重
な

提
言
な
の
で
検
討
し
て
み
た
い
。

②
鶴
瀬
西
地
域
の
街
づ
く
り

問
　
ア
鶴
瀬
西
地
域
の
町
会
組
織

の
再
編
成
を
早
期
に
提
案
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
イ
市
道
第
904
号

線
の
旧
上
沢
小
地
内
の
道
路
新
設

を
前
倒
し
で
着
工
は
で
き
な
い
か
。

答
　
ア
来
年
３
月
迄
に
は
提
示
し

て
い
き
た
い
。
イ
平
成
25
年
度
に

着
工
す
る
。

③
教
育
現
場
の
問
題
点
に
つ
い
て

問
　
ア
児
童
生
徒
に
も
影
響
の
あ

る
教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
。
イ
不
登
校

児
童
生
徒
が
一
日
も
早
く
登
校
で

き
る
よ
う
に
て
い
ね
い
な
対
応
を
。

答
　
ア
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

イ
一
人
一
人
に
適
切
に
対
応
す
る
。

■
特
別
委
員
会
が
報
告
書
を
提
出

　
平
成
22
年
の
３
月
定
例
会
で
設

置
さ
れ
た
「
議
会
活
性
化
の
た
め

の
条
例
策
定
特
別
委
員
会
」
が
、

１
年
半
の
期
間
を
か
け
て
議
会
に

関
す
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
、
市
民
意
見
交
換
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
議

会
基
本
条
例
（
案
）
を
作
成
、
今

定
例
会
に
こ
の
報
告
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案
と
し
て
制
定

　
こ
の
報
告
書
を
受
け
、
定
例
会

最
終
日
に
議
員
提
出
議
案
と
し
て

当
該
条
例
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
な

審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
議
会
基
本
条
例
の
目
的

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
の
役
割
を
明
確
に
し
、
議
会
に

関
す
る
基
本
的
事
項
及
び
議
会
の

活
性
化
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
負
託
に
的

確
に
応
え
る
議
会
運
営
を
図
り
、

も
っ
て
市
民
福
祉
の
向
上
と
継
続

的
な
市
勢
の
伸
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
目
的
を
果
た
す
た

め
議
会
と
し
て
様
々
な
方
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

る
。
エ
国
が
ま
だ
基
準
を
示
さ
な

い
。
賠
償
は
当
然
と
思
う
が
。

②
負
担
増
な
く
安
心
の
介
護
を

問
　
来
年
４
月
か
ら
３
年
間
の
介

護
保
険
事
業
計
画
案
で
、
ア
特
養

ホ
ー
ム
新
設
は
。
イ
町
会
、
民
生

委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
過
重
な

要
求
を
す
べ
き
で
な
い
。
ウ
介
護

保
険
料
の
軽
減
を
。

答
　
ア
30
人
弱
定
員
の
３
施
設
が

新
設
予
定
。
イ
包
括
支
援
職
員
の

連
携
で
活
動
を
要
請
す
る
。
ウ
保

険
料
額
を
所
得
別
に
10
段
階
と
し
、

低
所
得
層
に
配
慮
す
る
。
案
は
、

最
低
年
額
２
万
5300
円
か
ら
最
高
10

万
2300
円
ま
で
の
10
段
階
で
す
。

①
平
成
２４
年
度
予
算
編
成
の
件

問
　
収
納
率
向
上
に
向
け
横
断
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
指
針
を
作
成
し
進
め
て
い
く
。

問
　
行
財
政
改
革
推
進
の
一
環
と

し
て
、
光
熱
水
費
の
一
元
管
理
や

グ
ラ
フ
化
に
よ
る
比
較
な
ど
を
導

入
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
　
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

問
　
地
域
福
祉
の
推
進
組
織
設
置

に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
を

念
頭
に
現
在
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
ア
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事

業
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。
イ 

町
会
、

民
生
委
員
等
の
負
担
軽
減
に
も
留

意
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
ア
事
業
推
進
の
中
核
と
な
る

町
会
等
へ
の
説
明
会
を
行
う
。
イ

今
後
も
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

③
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
件

問
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
置

に
向
け
た
検
討
状
況
は
。

答
　
先
進
地
の
事
例
調
査
等
を
行

っ
て
お
り
、
更
に
検
討
を
進
め
る
。

問
　
文
化
芸
術
団
体
の
連
携
推
進

を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

答
　
事
業
実
践
を
通
し
て
自
主
的

連
携
等
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

①
市
内
放
射
能
対
策
に
つ
い
て

問
　
鶴
瀬
小
の
雨
水
の
集
ま
る
場

所
で
の
測
定
値
が
高
か
っ
た
が
。

答
　
屋
根
に
溜
ま
っ
て
い
る
物
や

雨
に
よ
っ
て
流
れ
て
き
た
物
の
状

況
と
い
う
こ
と
。

問
　
処
理
方
法
に
つ
い
て
。

答
　
基
準
値
を
超
え
た
所
は
低
減

作
業
を
さ
せ
て
頂
き
、
敷
地
内
の

人
が
立
ち
入
ら
な
い
場
所
を
選
定

し
学
校
側
で
確
認
し
て
い
る
。

問
　
通
学
路
等
の
測
定
は
。

答
　
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
「
が
れ
き
」
の
受
け
入
れ
は
。

答
　
施
設
の
能
力
の
問
題
が
出
て

く
る
の
で
、
判
断
し
て
検
討
し
て

ま
い
る
よ
う
に
な
る
。

②
鶴
瀬
駅
東
口
に
つ
い
て

問
　
東
通
線
に
面
し
換
地
さ
れ
た

方
の
道
路
の
補
て
ん
は
。

答
　
歩
道
部
分
を
通
っ
て
通
行
し

て
頂
い
て
い
る
。

問
　
開
通
後
の
977
号
線
の
安
全
は
。

答
　
４
ｍ
に
満
た
な
い
の
で
心
配

さ
れ
る
が
、
安
全
面
に
は
十
分
注

意
し
対
応
を
図
る
。

③
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

問
　
学
校
の
防
球
ネ
ッ
ト
を
高
く
。

答
　
校
庭
開
放
等
で
も
利
用
し
て

い
る
の
で
、
現
状
と
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

①
出
産
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

問
　
国
保
出
産
費
資
金
貸
付
条
例

を
予
約
金
な
ど
実
態
に
合
わ
せ
て

貸
付
時
期
前
倒
し
で
負
担
軽
減
を
。

答
　
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

②
災
害
時
に
お
け
る
情
報
の
伝
達

方
法
に
つ
い
て

問
　
携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
エ
リ

ア
メ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て
。

答
　
運
用
し
て
い
る
事
業
者
は
１

社
だ
が
、
他
社
の
参
入
動
向
を
見

極
め
導
入
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問
　
町
会
組
織
な
ど
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

答
　
災
害
時
に
お
け
る
行
政
と
町

会
組
織
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
災

害
発
生
の
第
一
段
階
と
し
て
最
も

重
要
と
考
え
て
い
る
。
各
避
難
所

に
災
害
時
優
先
電
話
の
設
置
を
計

画
し
て
お
り
緊
密
な
連
携
を
図
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　
障
が
い
者
に
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

答
　
聴
覚
が
不
自
由
な
方
に
つ
い

て
は
、
聴
覚
障
害
者
の
会
と
各
種

打
合
せ
を
実
施
し
て
い
て
防
災
メ

ー
ル
の
登
録
案
内
を
し
て
い
る
。

視
覚
が
不
自
由
な
方
へ
の
情
報
伝

達
は
、
市
役
所
へ
の
電
話
に
音
声

応
答
シ
ス
テ
ム
（
テ
レ
ド
ー
ム
）

の
整
備
が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。

①
新
た
な
防
災
計
画
に
つ
い
て

問
　
ア
防
災
計
画
改
定
は
い
つ
ご

ろ
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。
イ
避

難
所
の
防
災
機
能
強
化
の
取
り
組

み
は
。
ウ
緊
急
時
対
応
の
公
用
車

を
電
気
自
動
車
に
し
て
は
。

答
　
ア
再
検
証
と
改
善
案
の
検
討

を
行
い
、
平
成
24
年
度
策
定
作
業

を
完
了
し
た
い
。
イ
各
施
設
、
設

備
の
改
善
を
検
討
し
て
い
く
。
非

常
用
発
電
機
、
食
料
や
飲
料
水
等

防
災
備
蓄
品
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
ウ
予
算
の
許
す
限
り
、

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

②
集
中
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

問
　
ア
新
た
な
冠
水
箇
所
の
把
握

は
さ
れ
て
い
る
か
。
イ
西
み
ず
ほ

台
一
丁
目
付
近
の
、
唐
沢
堀
の
冠

水
対
策
の
考
え
は
。

答
　
ア
把
握
箇
所
は
道
路
冠
水
27

箇
所
、
土
砂
流
失
11
箇
所
で
す
。

イ
冠
水
箇
所
の
改
善
が
可
能
か
調

査
し
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

③
市
内
公
園
の
砂
場
の
対
策
を

問
　
動
物
の
糞
害
で
公
園
の
砂
場

が
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
対

策
の
考
え
は
。

答
　
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
向
上
の
啓

発
に
努
め
、
囲
い
柵
、
防
護
シ
ー

ト
の
設
置
等
考
え
て
い
く
。

①
休
日
開
庁
に
つ
い
て

問
　
11
月
よ
り
試
行
的
に
毎
月
第

一
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
休
日
開

庁
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
来
年
１

月
以
降
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
平
成
24
年
は
１
年
間
実
施
す

る
。

②
学
校
図
書
館
に
つ
い
て

問
　
子
ど
も
達
の
読
書
環
境
充
実

の
為
、
図
書
館
整
理
員
の
勤
務
時

間
を
延
長
し
、
読
み
聞
か
せ
以
外

の
業
務
に
も
専
念
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
学
校
応
援
団
等
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
あ
お
ぎ
た
い
。

③
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

問
　
70
％
達
成
と
の
こ
と
だ
が
、

評
価
は
誰
が
行
っ
た
の
か
。

答
　
市
の
総
合
政
策
部
で
あ
る
。

問
　
そ
れ
で
は
高
齢
者
の
政
策
評

価
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
適
正
な
評
価
と
は

言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
広
報

ふ
じ
み
や
Ｈ
Ｐ
と
い
っ
た
公
器
を

使
い
広
報
す
る
な
ら
、
外
部
評
価

を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
適
正
で
あ
る
。

問
　
こ
れ
で
は
他
人
に
厳
し
く
自

分
に
甘
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

答
　
心
外
で
あ
る
。

（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

尾
崎
　
孝
好

（
民
主
党
）

藤
屋
　
喜
代
美

（
民
主
党
）

新
宮
　
康
生

（
日
本
共
産
党
）

川
畑
　
勝
弘

（
日
本
共
産
党
）

瀬
戸
口
　
幸
子

市
民
の
命・暮
ら
し
を
守
る
た
め

人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
安
心
安
全
を
め
ざ
し
て

（
日
本
共
産
党
）

大
谷
　
順
子

μSv

（
公
明
党
）

井
上
　
恭
子

①
定
例
監
査
報
告
に
つ
い
て

問
　
定
例
監
査
報
告
書
の
公
表
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
市
役
所
庁
舎
前
の
掲
示
板
と

庁
舎
内
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
。

問
　
そ
れ
で
は
不
十
分
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
べ
き
で
は
。

答
　
そ
う
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
監
査
の
指
摘
は
厳
し
か
っ
た
。

市
長
は
そ
れ
に
対
し
、
な
ぜ
、
何

ら
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
の
か
。

答
　
口
頭
で
指
導
し
た
。

問
　
手
続
に
反
し
、
起
案
の
前
に

見
積
書
を
徴
求
し
た
ケ
ー
ス
等
、

業
者
と
の
癒
着
が
疑
わ
れ
か
ね
な

い
処
理
や
、
職
員
の
旅
費
等
で
は

水
増
し
請
求
が
疑
わ
れ
か
ね
な
い

処
理
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
。

答
　
再
発
防
止
の
た
め
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
等
に
着
手
し
て
い
る
。

②
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

問
　
無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
参

加
と
言
い
な
が
ら
、
あ
る
団
体
に

参
加
を
要
請
し
て
い
た
よ
う
だ
が
。

答
　
応
募
が
足
り
ず
、
そ
う
し
た
。

問
　
川
越
市
の
職
員
が
本
市
の
仕

分
け
人
、
本
市
の
職
員
が
川
越
市

の
仕
分
け
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
で
客
観
性
は
担
保
さ
れ
る
の
か
。

答
　
客
観
的
な
視
点
で
仕
分
け
に

臨
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

（
市
民
の
絆
）

根
岸
　
操

（
公
明
党
）

　
篠
田
　
剛

（
公
明
党
）

池
内
　
八
十
四
郎

（
草
の
根
）

八
子
　
朋
弘

（
草
の
根
）

金
子
　
勝

富
士
見
市
議
会
基
本
条
例
を
制
定

 

  

 

 

 

議会及び議員の活動原則 
 

 
  

市民と議会の関係 富士見市議会は・・・
・市民の意思が市政に反映されるよう
　努めます。
・市政運営が適正に行われるよう調査
　と監視機能を果たします。
・徹底した情報公開と市民の議会への
　参加を促す創意と工夫に努めます。

 
 

 
 

 
 

議会と市長等執行機関の関係 
 

 

議会改革
 

  

その他の規定

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

市民と市長との関係

 

二元代表制とは・・・
 

 

 

・市民の定義
・市民との情報共有
・議会報告会
・調査制度の活用
・議会広報の充実

・目的
・議会の活動原則
・議員の活動原則
・会派

・議員と市長等執行機関の関係
・重要な政策等の説明
・地方自治法第９６条第２項の議決事件

・自由討議による合意形成
・調査制度の活用

・政務調査費
・議員研修の充実強化
・議員図書室の充実
・議会事務局の充実
・議員の政治倫理
・議員定数
・議員報酬
・最高規範性
・見直し手続き
・委任

富士見市議会基本条例の概要

地方自治では、市長と

議員は、市民によって

直接選挙されるという

制度をとっています。

ともに市民を代表する

市長と議会・議員が緊

張関係を保ちながら、

切磋琢磨しつつ市政運

営を行っていくもので

す。

富士見市自治基本条例等

で定めています

市民

政策等の監視・提言

施策・予算等の提案

情報の提供・説明責任

参画機会の保障・協働の推進

意見の提出・会議への参画市民
との
連携
・情
報提
供・
説明
責任

請願
・陳
情・
傍聴
・市
民参
加

議会

選挙

二元代表制二元代表制

市長

請願
・陳
情・
傍聴
・市
民参
加

意見の提出・会議への参画

平成24年１月１日施行

市の木「けやき」

市の花「ふじ」

《 議会事務局　電話049─251─2711　内線165・166 》

●議会を傍聴しませんか（12月定例会の傍聴者数は170人でした）●
　富士見市議会では、本会議及び委員会が公開となっています。市民の皆
さんの代表である議員の活動や審議の状況を直接傍聴してみませんか。議
会事務局で受け付け（住所・氏名を記入）し、傍聴券の交付を受けて傍聴
席に入ることができます。
　また、聴覚障害の皆様が手話通訳を希望する場合には、早目に事務局へ
お知らせください。なお、ご希望の日に対応できない場合もありますので、
あらかじめご了承願います。詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。
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1223

開会　会期の決定
議案内容説明
議案審議
議案の総括質疑
議案の委員会付託

議案及び請願・陳情の審査 市政一般質問 委員会審査報告及び採決
議員提出議案審議
閉会

6日・7日11月29日・12月2日 14日8日・9日・12日

新　春

 平成23年12月 撮影者　飯野　武久氏（鶴瀬西在住）
コンフォール鶴瀬から撮った富士山

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
賛
成
多
数
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
賛
成
多
数
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

（
賛
成
多
数
可
決
）

（
賛
成
少
数
否
決
）

（
賛
成
少
数
否
決
）

（
賛
成
少
数
否
決
）

年
頭
に
あ
た
っ
て

◆カラー写真とする
下記の要領により、ご応募をお願いします。

◆被写体のテーマ

『私が選んだ富士見市の百景』

◆写真はプリントしたもの （2L判）

※応募写真は返却いたしません

◆受付は随時行っています

※写真の説明・撮影日・場所を明記

◆送付先

〒354─8511

富士見市大字鶴馬1800番地の１

富士見市議会事務局 あて

◇採用の方には、粗品を贈呈

（詳しくは、議会事務局へ）

表紙写真を募集

提
出
議
案
と
そ
の
結
果

55
　
平
成
23
年
度
富
士
見
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

52
　
富
士
見
市
民
投
票
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
　

　
既
定
の
予
算
に
5558
万
2000
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
を
296
億
8724
万

4000
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
主
な
内
容
と
金
額
》

・
職
員
の
退
職
や
人
事
異
動
、
職

　
員
共
済
組
合
負
担
金
率
の
改
定

　
等
に
よ
る
給
与
費
を
減
額
す
る

　
た
め
の
補
正
。

　
﹇
△
489
万
4000
円
﹈

・
庁
舎
分
館
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

　
工
事
費
等
を
減
額
す
る
た
め
の

　
補
正
。

　
﹇
△
1166
万
3000
円
﹈

・
道
路
照
明
灯
の
電
気
料
金
及
び

　
修
繕
料
を
増
額
す
る
た
め
の
補

　
正
。

　
﹇
239
万
6000
円
﹈

・
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
援
護
活

　
動
を
行
う
た
め
、
災
害
時
要
援

　
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

　
る
た
め
の
補
正
。

　
﹇
492
万
5000
円
﹈

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負

　
担
金
の
確
定
に
伴
う
減
額
補
正
。

　
繰
出
金
の
確
定
に
伴
い
、
後
期

　
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
へ

　
の
繰
出
金
を
減
額
す
る
補
正
。

　
﹇
△
337
万
3000
円
﹈

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　
接
種
に
係
る
委
託
料
単
価
の
変

　
更
に
伴
い
増
額
す
る
た
め
の
補

　
正
。

　
﹇
913
万
6000
円
﹈

・
市
道
第
72
号
線
下
田
交
差
点
の

　
信
号
機
設
置
に
伴
い
、
道
路
整

　
備
を
行
う
た
め
の
補
正
。

　
﹇
2000
万
円
﹈

・
市
道
第
5137
号
線
外
及
び
市
道
第

　
5203
号
線
の
雨
水
処
理
対
策
の
調

　
査
や
設
計
を
行
う
た
め
の
補
正
。

　
﹇
300
万
円
﹈

・
下
水
道
事
業
会
計
の
補
正
に
伴

　
い
、
公
共
下
水
道
事
業
雨
水
処

　
理
負
担
金
を
増
額
し
同
補
助
金

　
を
減
額
す
る
た
め
の
補
正
。
　

　
﹇
△
4000
万
円
﹈

・
街
路
整
備
事
業
費
補
助
の
交
付

　
決
定
に
基
づ
き
、
鶴
瀬
駅
東
口

　
駅
前
広
場
公
共
施
設
管
理
者
負

　
担
金
を
減
額
す
る
た
め
の
補
正
。

　
﹇
△
3050
万
円
﹈

・
諏
訪
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

　
修
工
事
費
の
確
定
に
伴
い
、
工

　
事
費
を
減
額
す
る
た
め
の
補
正
。

　
﹇
△
2517
万
6000
円
﹈

・
水
子
地
区
の
埋
蔵
文
化
財
調
査

　
の
増
加
に
伴
い
、
非
常
勤
嘱
託

　
職
員
の
賃
金
を
増
額
す
る
た
め

　
の
補
正
。

　
﹇
199
万
2000
円
﹈

（
全
会
一
致
可
決
）

（
全
会
一
致
可
決
）

54
　
富
士
見
市
健
全
な
財
政
運
営

　
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
て

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
景
気
の

低
迷
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
が
大

き
く
変
化
す
る
中
で
、
地
方
分
権

に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
自
治
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

財
政
規
律
の
下
で
の
健
全
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
の
指
針
を
定
め
、

弾
力
的
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
構

造
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
条
例
の
要
旨
】

第
１
章
（
総
則
）

　
　
　
　
目
的
、
基
本
理
念
、
市

　
　
　
　
長
の
責
務

第
２
章
（
財
政
の
基
本
原
則
）

　
　
　
　
情
報
の
共
有
、
資
産
及

　
　
　
　
び
負
債
、
歳
入
の
確
保

　
　
　
　
及
び
歳
出
の
見
直
し
等

第
３
章
（
計
画
的
な
財
政
運
営
の

　
　
　
　
推
進
）

　
　
　
　
総
合
計
画
の
策
定
、
中

　
　
　
　
期
財
政
計
画
の
策
定
等

第
４
章
（
財
政
運
営
の
健
全
化
）

　
　
　
　
財
政
運
営
目
標
の
設
定

　
　
　
　
等

　
﹇
平
成
24
年
４
月
１
日
施
行
﹈

（
賛
成
多
数
可
決
）

61
　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

　
指
定
に
つ
い
て

　
富
士
見
ガ
ー
デ
ン
ビ
ー
チ
の
指

定
管
理
者
を
左
記
の
と
お
り
と
す

る
も
の
で
す
。

○
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
株
式
会
社
協
栄
埼
玉
支
店

　
所
沢
市
大
字
上
山
口
2190
―
７
所

　
沢
南
パ
ー
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
101

　
取
締
役
支
店
長
　
高
橋
正
雄

○
指
定
の
期
間

　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

（
賛
成
多
数
可
決
）

《
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
》

請
願
第
２
号
　
富
士
見
市
内
の
小

中
学
校
・
保
育
所
給
食
の
放
射
能

対
策
を
求
め
る
請
願
　

（
採
択
）

　
富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
１
―
２

　
―
１
―
403
　
　
　

　
埼
玉
・
被
曝
か
ら
家
族
を
守
る

　
会
　
富
士
見
支
部
共
同
代
表

　
榎
本
　
佳
代
　
外
701
名
　

《
総
務
常
任
委
員
会
》

陳
情
第
９
号
　
勝
瀬
原
特
定
土
地

区
画
整
理
地
内
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
適
正
な
る
課
税
を
求
め
る

陳
情

（
不
採
択
）

　
富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
３
―
10

　
―
３
　

　
横
山
新
治

《
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
》

陳
情
第
８
号
　「
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
撤
回
等
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情

（
不
採
択
）

　
富
士
見
市
大
字
鶴
馬
1800
―
１

　
自
治
労
連
埼
玉
県
本
部

　
富
士
見
市
職
員
組
合

　
執
行
委
員
長
　
児
島
建
作

《
建
設
環
境
常
任
委
員
会
》

陳
情
第
６
号
　
勝
瀬
原
特
定
土
地

区
画
整
理
地
内
に
お
け
る
公
平
、

平
等
な
対
応
を
求
め
る
陳
情 

（
不
採
択
）

　
富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
４
―
16

　
―
３
　

　
小
川
　
安
治

陳
情
第
７
号
　
み
ず
ほ
台
駅
・
鶴

瀬
駅
・
ふ
じ
み
野
駅
周
辺
へ
の
喫

煙
所
設
置
を
求
め
る
陳
情（

採
択
）

本
会
議
で
は
賛
成
少
数
で
不
採
択

　
富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
４
―
16

　
―
７
　
　
　

　
川
越
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合

　
富
士
見
支
部

　
支
部
長
　
増
田
勝
久
　
外
817
名

議
案
審
議
報
告

水谷東１丁目　　小渕　洋太郎

　ある土曜日の午後、歩いて袋橋を渡ってい
る時の事です。後方から来た箱型のトラック
が橋の中央で複数のビニール袋を落として通
り過ぎました。落下の衝撃で雑多なゴミが広
い範囲に散乱したが、運転手は気付かずに行
ってしまいました。散乱したゴミの前で私は
躊躇しました。撤去できなくはないが、この
橋は構造上見通しが悪く車道に出るのは極め
て危険なのです。そこへ自転車で通りかかっ
た１人の女子高校生が「このままでは危ない
ですよね」と呟いて、驚いたことに車道に出
て片付け始めたのです。私は、あわてて後に
続き共同作業となりました。幸いその時には
車は通らず片付けは無事終了。その生徒さん
は「部活に遅れますから」と言って急いで去
って行きました。自転車に記してある名前を
見て学校に伝えたところ○○高校の吹奏楽部
員であることが判りました。一人の高校生の
勇気ある行為がその学校の評価となり、さら
に善行が育まれることを願っています。

請
願・陳
情
審
査
報
告

　
平
成
24
年
の
新
春
に
あ
た
り
富

士
見
市
議
会
を
代
表
し
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て

「
絆
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
未
曾

有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震

災
で
、
改
め
て
人
と
人
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
が
多
く
の
人
々
に
再

認
識
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
議
会
も
、
市
民
に
開
か

れ
た
身
近
な
議
会
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
様
々
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
昨
年

開
始
し
た
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
放
映
や
、
議
会
の
活
性
化
に

関
す
る
事
項
を
定
め
た
議
会
基
本

条
例
を
よ
り
効
果
的
に
運
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、
さ
ら
な
る
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
を
目
指

し
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議　長

関野　兼太郎

11
月
に

議
会
活
性
化
の
た
め
の

議
会
基
本
条
例
制
定

　
市
長
提
出
議
案
　
　
﹇
●
内
は
議
案
番
号
﹈

52
富
士
見
市
民
投
票
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

53
富
士
見
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例
及
び
富
士
見
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

　
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て                                      

54
富
士
見
市
健
全
な
財
政
運
営
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

55
平
成
23
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）  

56
平
成
23
年
度
富
士
見
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

                          

57
平
成
23
年
度
富
士
見
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

58
平
成
23
年
度
富
士
見
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

59
平
成
23
年
度
富
士
見
都
市
計
画
事
業
鶴
瀬
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）                            

60
平
成
23
年
度
富
士
見
都
市
計
画
事
業
鶴
瀬
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）                            

61
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て            

62
富
士
見
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て                  

63
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

　
に
つ
い
て                                      

64
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に

　
つ
い
て                                        

65
ふ
じ
み
野
市
・
富
士
見
市
学
齢
児
童
・
生
徒
の
一
部
の
教
育
事
務
の
委
託
に
関
す

　
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て                          

66
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野
市
学
齢
児
童
・
生
徒
の
一
部
の
教
育
事
務
の
委
託
に
関
す

　
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

　
議
員
提
出
議
案
　
　
﹇
○
内
は
議
案
番
号
﹈

⑬
富
士
見
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て            

⑭
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

　
て                                            

⑮
消
費
税
増
税
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

                                        

⑯
企
業
団
体
献
金
の
禁
止
と
政
党
助
成
金
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

　
つ
い
て    

　
平
成
23
年
８
月
１
日
施
行
の
地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

直
接
請
求
制
度
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
民
投
票
の

請
求
及
び
発
議
に
つ
い
て
定
め
た

富
士
見
市
民
投
票
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　﹇
平
成
23
年
12
月
21
日
施
行
﹈

「爽やかな高校生の行為」
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平
成
23
年
第
６
回
定
例
会
は
、
11
月
29
日
に
招
集
さ

れ
、
12
月
14
日
ま
で
の
16
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
関
す
る
条
例

や
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
富
士

見
ガ
ー
デ
ン
ビ
ー
チ
）
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
全
部
で
市
長
提
出
議
案
15
件
が
提
出
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は

「
富
士
見
市
内
の
小
中
学
校
・
保
育
所
給
食
の
放
射
能

対
策
を
求
め
る
請
願
」
１
件
は
採
択
、
陳
情
４
件
は
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
４
件
の
内
、
議
会
に
関
す
る

基
本
的
事
項
及
び
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
事
項
を
定

め
た
「
富
士
見
市
議
会
基
本
条
例
」
は
可
決
、
３
件
は

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
政
一
般
質
問
に
は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行

部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

インターネットでの議会映像配信を開始
　
市
議
会
で
は
、
今
定
例
会
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
映
像
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
映
像
は
、
議
場
で
の
本
会
議
の
模
様
を
そ
の

ま
ま
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
録
画
映
像
は
ラ
イ
ブ
映
像

終
了
後
、
概
ね
１
週
間
程
度
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
議
会
開
会
中
は
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
の
テ
レ

ビ
で
も
、
ラ
イ
ブ
映
像
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス
方
法

　
富
士
見
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
⇩
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
⇩
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
ペ
ー
ジ
⇩
録
画
映
像
を
見
る
又

は
ラ
イ
ブ
中
継
を
見
る
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

■
お
願
い

○
混
雑
時
に
は
接
続
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
再
度
接
続
し
て
下
さ
い
。

○
こ
の
議
会
映
像
は
、
富
士
見
市
議
会
の
公
式
記
録
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

　
地
球
環
境
の
悪
化
に
よ
る
の
か

今
年
の
紅
葉
は
、
心
な
し
か
そ
の

紅
は
今
ひ
と
つ
秋
空
に
映
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
脱
原
発
で
火
力
発
電

に
依
存
と
な
れ
ば
CO2
は
増
加
の
一

途
。
な
ん
と
か
環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ
を
追
求
す
る
民
族
で
あ
り
た

い
も
の
で
す
。
日
本
の
国
民
性
は

３
・
11
の
震
災
後
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
世
界
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

富
士
見
市
議
会
と
し
て
も
、
市
民

の
皆
様
と
共
に
尽
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
冬

の
節
電
に
心
し
新
し
い
年
を
迎
え

た
い
も
の
で
す
。

富
士
見
市
議
会
議
員
集
合
写
真

（
前
列
右
か
ら
）

総
務
委
員
長

文
教
福
祉
委
員
長

副
議
長

議
長

議
会
運
営
委
員
長

建
設
環
境
委
員
長

建
設
環
境
委
員

（
二
列
目
右
か
ら
）

建
設
環
境
委
員

文
教
福
祉
委
員

文
教
福
祉
委
員

文
教
福
祉
委
員

総
務
委
員

建
設
環
境
委
員

（
三
列
目
右
か
ら
）

総
務
委
員

総
務
副
委
員
長

文
教
福
祉
副
委
員
長 

建
設
環
境
委
員

建
設
環
境
副
委
員
長

（
四
列
目
右
か
ら
）

総
務
委
員

議
会
運
営
副
委
員
長 

池
内
八
十
四
郎

藤
屋
喜
代
美

津
波
　
信
子

関
野
兼
太
郎

𠮷
野
　
欽
三

鈴
木
　
光
男

梶
　
　
兼
三

大
谷
　
順
子

川
畑
　
勝
弘

井
上
　
恭
子

金
子
　
茂
一

根
岸
　 

操

篠
田
　
　
剛

瀬
戸
口
幸
子

新
宮
　
康
生

深
井
　
平
次

尾
崎
　
孝
好

金
子
　
　
勝

吉
田
　
和
江

八
子
　
朋
弘


